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A. 研究目的 

保健活動の現場で活用可能かつ効果的な「地域

特性に応じた保健活動推進のためのガイドライ

ン」とその運用に活用できるツールを開発し、健

康な地域づくりのための保健活動の推進に資す

ることを目的とする。 

 

B. 研究方法 

Ⅰ．知識基盤の構築に関する研究 

2 つの調査（デルファイ調査、地区活動に関す

る実態調査）を実施した。 

Ⅱ．実践的方法論の開発と評価 
地域診断方法、保健活動の評価指標・方法を検

討した。また、保健活動（地域/地区活動）推進

のためのツール「地域/地区カルテ」の効果評価

を行うため、介入研究を実施した。 

Ⅲ．ガイドライン推進のための普及方法の開発 

作成したツール活用と普及のための「教育研修

プログラム」を検討した。 

（倫理面への配慮） 

研究は聖路加国際大学研究倫理審査委員会の

承認を得て実施した（承認番号：17A-010、17A-094、

17A-106）。 

 

Ｃ．研究結果 

 職種間で共通理解が得られていなかった地域

保健活動に関する主要用語の定義を、保健師と他

職種との合意により確定した。また、本研究の自

治体に所属する保健師を代表するサンプリング

で行った地区活動に関する調査によって、業務体

制（地区担当制、業務分担制など）の実態が明ら

かになると共に、地域/地区活動の方法、地域/地

区活動による保健師自身および地域/住民への認

識、地域/地区活動を促進する環境および関連す

る要因が明らかとなった。このことで、自治体に

おける保健師の業務体制のあり方、地域づくりを

意識した地域/地区活動の方法や地域/地区活動

を促進する環境整備のあり方が明確になった。ま

た、介入調査によって効果を検証した保健活動ツ

ール「地域/地区カルテ」については、調査に基

づき活用方法を明確にした。エコロジカルプラン

ニングによる地域診断法をベースにした「健康ま

ちづくりワークショップ」は、保健師に活用可能

である結果を得た。 

 

Ｄ．考察 

3 年間で得られた知見をまとめた「地域特性に

応じた保健活動推進ガイドライン」が報告書と併
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せて広く普及されることにより、「地域における

保健師の保健活動に関する指針」（平成 25年 4月）

で示された地域特性に応じた保健活動や地区活

動の推進につながると考えられる。更に、「地域

保健対策の推進に関する基本的な指針改正」（平

成 24 年 7 月）で示された「健康なまちづくり」

のための地域保健活動が推進されることが期待

され、本研究で得られた知見は、効果的な保健活

動推進の基盤として国民の健康および安寧に寄

与すると考えられる。 

本研究結果並びにガイドラインは、保健師の保

健活動の目的および活動の本質を示すものであ

り、保健師の基礎教育および現任教育のための枠

組みとして、また地域保健に関する研究の枠組み

として活用されることが期待できる。 

 

Ｅ．結論 

本研究は、保健活動の現場で活用可能かつ効果

的な「地域特性に応じた保健活動推進のためのガ

イドライン」とその運用に活用できるツールを開

発し、健康な地域づくりのための保健活動の推進

に資することを目的として、3 年間の研究期間に

おいて、Ⅰ．知識基盤の構築に関する研究、Ⅱ．

実践的方法論の開発と評価、Ⅲ．ガイドライン推

進のための普及方法の開発、という枠組みで研究

を実施した。研究結果に基づき、「地域特性に応

じた保健活動推進のためのガイドライン」を作成

した。 

本研究で得られた知見は、今後の保健活動、保

健師教育、国民の健康に資することが期待される。 
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H. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

  なし 

2. 実用新案登録 

なし 

 

 

 

 

3.その他 

なし 


